
資料 B：障害学生へのインタビュー調査事例（平成 20 年度，平成 21 年度） 

 

 

平成 20 年度 

事例 障害名 

1 体幹機能障害（筋ジストロフィ）  

5 体幹機能障害（脳性麻痺） 

6 体幹機能障害（脳性麻痺） 

8 四肢体幹機能障害（疾病） 

11 下肢機能障害（脊椎損傷）  

14 聴覚障害（伝音難聴）  

15 発達障害（アスペルガー症候群） 

18 高次脳機能障害（多発性硬化症）  

19 視覚障害（網膜色素変性症）  

 

 

平成 21 年度 

事

例 
障害名 

1 体幹機能障害（筋ジストロフィ） 

2 体幹機能障害（筋ジストロフィ） 

3 体幹機能障害（筋ジストロフィ） 

4 四肢体幹機能障害（脳性麻痺） 

5 四肢体幹機能障害（頸椎損傷） 

7  両上下肢機能障害（骨形成不全） 

8 体幹機能障害，視覚障害（疾病） 

9 聴覚障害（感音難聴） 

11 発達障害（AD/HD，広汎性発達障害，抑うつ）  

12 高次脳機能障害（視覚障害，視覚失認，軽度左半身麻痺）  

13 高次脳機能障害（記憶障害，遂行機能障害） 

14 四肢体幹機能障害，構音障害，高次脳機能障害（後遺症） 

 



時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

2004
中3夏

メールでやりとりする中で、

 

時間延長等、

 

配慮の情報を得る

メールでやりとりする中で、

 

時間延長等、
配慮の情報を得る

2005
高1

肢体不自由者
（筋ジス）

肢体不自由者
（筋ジス）

障害者支援に
携わる大学教員a

障害者支援に
携わる大学教員a

出会う

障害者支援に
携わる大学教員a

障害者支援に
携わる大学教員a

2007
高3春

センター試験の別冊の
情報提供および申請

センター試験の別冊の
情報提供および申請

担任担任

インターネットインターネット

数学（定期試験）
時間延長を申請

数学（定期試験）
時間延長を申請

数学担当

 

教諭

 

数学担当

 

教諭 試験時間延長試験時間延長

大学入試

 

センター

 

大学入試

 

センター

別冊を早めに渡される別冊を早めに渡される

7月 センター申請書作成センター申請書作成

センターへ特別措置申請センターへ特別措置申請 大学入試

 

センター

 

大学入試

 

センター

障害者支援に
携わる大学教員b

障害者支援に
携わる大学教員b

•数学1.3倍○

（チェック回答の場合は用

 

紙が大きすぎるため。400

 

字に40分以上、と書き添え

 

る）

 

•休憩延長○（差引5分）

•介助者入室
→センター×でも、
実施校の判断で○

•下書き用紙未申請でも5枚

 

配布（実施校での配慮か）

 

•数学1.3倍○

（チェック回答の場合は用

 

紙が大きすぎるため。400

 

字に40分以上、と書き添え

 

る）
•休憩延長○（差引5分）

•介助者入室
→センター×でも、
実施校の判断で○

•下書き用紙未申請でも5枚

 

配布（実施校での配慮か）

センター下見（A大学）

部屋入室可

センター下見（A大学）

部屋入室可

担任担任
同行

二次：A大へ申請二次：A大へ申請 A大

支援室

A大

支援室

冬

A大下見A大下見

浪人浪人

A大受験（AO入試）A大受験（AO入試）

部屋の外まで可部屋の外まで可

担任担任
同行

不合格不合格

事例1：体幹機能障害（筋ジストロフィー）による肢体不自由．筆記および動作全般に困難がある．
電動車いすによる移動．



センター申請書作成センター申請書作成

センターへ申請センターへ申請

時期 情報源・協力者 対象者の行動
申請内容と

結果申請先

2008
11月

関西地方C大入試説明会で

申請内容について聞く

関西地方C大入試説明会で

申請内容について聞く

任意書式で申請書作成任意書式で申請書作成

12月

C大学入学C大学入学

C大

入試科

C大

入試科

数回

C大

支援室

C大

支援室

1回

入学後に
ついて話合

2月 C大2学部受験C大2学部受験

A大

支援室

A大

支援室

•数学1.5倍→×→1.3倍

（チェック回答の場合は用

 

紙が大きすぎるため。400

 

字に40分以上、と書き添え

 

る）

 

•休憩延長○（差引5分）

•介助者入室
→センター×でも、
実施校の判断で○

•下書き用紙未申請でも5枚

 

配布（A大の独自配慮か）

 

•数学1.5倍→×→1.3倍

（チェック回答の場合は用

 

紙が大きすぎるため。400

 

字に40分以上、と書き添え

 

る）
•休憩延長○（差引5分）

•介助者入室
→センター×でも、
実施校の判断で○

•下書き用紙未申請でも5枚

 

配布（A大の独自配慮か）

センター下見（A大）

部屋入室可

センター下見（A大）

部屋入室可

二次：関東地方B大学へ申請二次：関東地方B大学へ申請

センター受験（追試）センター受験（追試） A大

支援室

A大

支援室

B大下見B大下見

B大受験B大受験

•試験室の事前下見×
•前日に掲示板貼出

•試験室の事前下見×
•前日に掲示板貼出

•数・英 1.5倍延長○
•経線入り用紙× 「字がねじ

 

れていても読めるからO.K.で

 

すよ」

 

•数・英 1.5倍延長○
•経線入り用紙× 「字がねじ

 

れていても読めるからO.K.で

 

すよ」

関東地方D大学受験関東地方D大学受験

2009
4月

•申請内容（前出と同じ）→す

 

べて○

 

•問い合わせなし

•申請内容（前出と同じ）→す

 

べて○
•問い合わせなし

C大学合格C大学合格

D大学合格D大学合格

B大学不合格B大学不合格

10月



時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

2008
春

特別措置申請内容を
母と考える

特別措置申請内容を
母と考える

母親母親

関東地方A大学
AO入試手続

・時間延長1.3倍

・座位保持用の特別机の利用
・洋式トイレに近い別室受験

関東地方A大学
AO入試手続

・時間延長1.3倍

・座位保持用の特別机の利用
・洋式トイレに近い別室受験

英検・TOEICの特別措

 

置メニュー参考

 

英検・TOEICの特別措

 

置メニュー参考

関東地方A大学受験に必要

 

なTOEFLの措置申請

 

関東地方A大学受験に必要

 

なTOEFLの措置申請

以下の措置を許可
・時間延長2倍

・エッセイのみ持ち込み

 

PCでの入力可（書き終え

 

た文章CDに焼いて監督

 

が送付）

 

交渉が春から9月までか

 

かった

 

以下の措置を許可
・時間延長2倍

・エッセイのみ持ち込み

 

PCでの入力可（書き終え

 

た文章CDに焼いて監督

 

が送付）
交渉が春から9月までか

 

かった

担当者と
複数回

 

メールや

 

りとり

 

担当者と
複数回

 

メールや

 

りとり

関東地方

 

A大学

 

関東地方

 

A大学

申請内容許可．
さらに入学後の希望まで

 

併せて書くよう求められた

 

申請内容許可．
さらに入学後の希望まで

 

併せて書くよう求められた

身近に頸椎損傷者

 

が措置申請してい

 

た例

 

身近に頸椎損傷者

 

が措置申請してい

 

た例
2008
夏

関東地方A大学

一般入試手続
申請内容はAO入試次の申

 

請に加えて

 

・特性机のサイズを連絡
・車いすのリクライニング機

 

能の使用許可

 

関東地方A大学

一般入試手続
申請内容はAO入試次の申

 

請に加えて
・特性机のサイズを連絡
・車いすのリクライニング機

 

能の使用許可

関東地方

 

A大学

 

関東地方

 

A大学

申請内容許可．
実際に受験してみると延

 

長により休憩時間が削ら

 

れ体力消耗

 

補欠合格

申請内容許可．
実際に受験してみると延

 

長により休憩時間が削ら

 

れ体力消耗
補欠合格

2008
？月

九州地方B大学

一般入試手続
申請内容は関東地方A大学

 

一般入試と同じ．

 

ただし1科目受験で時間が

 

短いのでリクライニング使

 

用は申請せず

 

九州地方B大学

一般入試手続
申請内容は関東地方A大学

 

一般入試と同じ．
ただし1科目受験で時間が

 

短いのでリクライニング使

 

用は申請せず

センター試験特別措置申請
・時間延長1.3倍

・チェック式回答
・洋式トイレに近い別室受験
・EVに近い場所か１階希望

・車いす利用
・特製机の使用
・リスニング時のヘッドフォン使用
・連続方式リスニング

センター試験特別措置申請
・時間延長1.3倍

・チェック式回答
・洋式トイレに近い別室受験
・EVに近い場所か１階希望

・車いす利用
・特製机の使用
・リスニング時のヘッドフォン使用
・連続方式リスニング

大学入試

 

センター

 

大学入試

 

センター

申請内容許可．
操作のしやすいCDプレ

 

イーやーを用意してくれ監

 

督者が操作してくれた

 

申請内容許可．
操作のしやすいCDプレ

 

イーやーを用意してくれ監

 

督者が操作してくれた

九州地方

 

B大学

 

九州地方

 

B大学

申請内容許可．
実際に受験してみると延

 

長により休憩時間が削ら

 

れ体力消耗

 

補欠合格

申請内容許可．
実際に受験してみると延

 

長により休憩時間が削ら

 

れ体力消耗
補欠合格

九州地方C大学

一般入試手続
センター試験結果のみで合

 

格したため必要なし

 

九州地方C大学

一般入試手続
センター試験結果のみで合

 

格したため必要なし

九州地方

 

C大学

 

九州地方

 

C大学
実際には必要なかった．実際には必要なかった．

2009
１月

事例5：脳性麻痺による四肢体幹機能障害1級．姿勢の安定が困難なため，学習時は体を固定するための椅子が
必要．筆記も同じ理由から困難．電動車いすと手動車いす両方を利用しているが主として電動車いすを利用．



時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

2005
高校

2007
高3

記述の遅さに対応する方法の提案
マス目がないと記述業がずれるので

 

ノートはグラフ用紙自作．

 

記述の遅さに対応する方法の提案
マス目がないと記述業がずれるので

 

ノートはグラフ用紙自作．
担任担任

以下の対応
・口頭でわかり易く伝える
・数学以外では穴埋めプリ

 

ントで筆記の遅さに対応

 

以下の対応
・口頭でわかり易く伝える
・数学以外では穴埋めプリ

 

ントで筆記の遅さに対応

受験希望大学のオープン

 

キャンパスに参加して入試

 

特別措置についての情報を

 

聞いてくるようアドバイス

 

受験希望大学のオープン

 

キャンパスに参加して入試

 

特別措置についての情報を

 

聞いてくるようアドバイス

担任担任

担任に頼んで受験特別措

 

置申請内容を考えてもらう

 

担任に頼んで受験特別措

 

置申請内容を考えてもらう

他の障害のある学

 

生の申請参考

 

他の障害のある学

 

生の申請参考

担任担任

関東地方A大学に入試特別

 

措置の問合わせ

 

関東地方A大学に入試特別

 

措置の問合わせ

関東地方B大学に入試特別

 

措置の問合わせ

 

関東地方B大学に入試特別

 

措置の問合わせ

他の大学を受験するな

 

ら・・・と門前払い

 

他の大学を受験するな

 

ら・・・と門前払いA大学A大学

B大学B大学
面接にきた人はいますが

 

入学した人はいません

 

よ･･･といわれる

 

面接にきた人はいますが

 

入学した人はいません

 

よ･･･といわれる

AO入試と推薦入試を受ける

 

ように高校の教員から薦め

 

られる（元々はセンター受験

 

を希望していたが）

 

AO入試と推薦入試を受ける

 

ように高校の教員から薦め

 

られる（元々はセンター受験

 

を希望していたが）

所属高校
教員

所属高校
教員

関東地方C大学
AO入試受験

 

（特別措置申請せず）

 

関東地方C大学
AO入試受験

 

（特別措置申請せず）
C大学C大学

エントリー段階で不合格エントリー段階で不合格

関東地方D大学
AO入試1次試験受験

（特別措置申請せず）

関東地方D大学
AO入試1次試験受験

（特別措置申請せず）
合格．二次試験へ合格．二次試験へD大学D大学

D大学AO入試２次試験
・時間延長（45→60分）
・車いす使用

 

の2点申請

事前に母子で大学訪問し措

 

置について打ち合わせ

 

D大学AO入試２次試験
・時間延長（45→60分）
・車いす使用

 

の2点申請

事前に母子で大学訪問し措

 

置について打ち合わせ

診断書不要．
不合格

診断書不要．
不合格

D大学D大学

親親

10月

C大学公募推薦入試受験
・小論文の時間延長１．5倍
・問題回答用紙1.1倍拡大

・書き込み補助
・面接時のドア開閉

C大学公募推薦入試受験
・小論文の時間延長１．5倍
・問題回答用紙1.1倍拡大

・書き込み補助
・面接時のドア開閉

電話応対のみで本人と担

 

当者が措置を決定．

 

C大学からの提案で別室

 

受験も許可．診断書不要

 

電話応対のみで本人と担

 

当者が措置を決定．
C大学からの提案で別室

 

受験も許可．診断書不要
C大学C大学

担任担任

D大学公募推薦受験
・小論文の時間延長１．5倍
・基礎確認テスト1.3倍

・個別受験とトイレに近い部屋

D大学公募推薦受験
・小論文の時間延長１．5倍
・基礎確認テスト1.3倍

・個別受験とトイレに近い部屋

受験せず受験せずD大学D大学

事例6：脳性麻痺による体幹機能障害．筆記に困難がある．手動車いすを利用．視力が低く読みに困難がある．



時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

高3夏

12月

関東地方A大学主催の

相談窓口にて話を聞く

関東地方A大学主催の

相談窓口にて話を聞く

センターへ申請センターへ申請
•数学1.3倍○

•休憩時間に母親からのマッ

 

サージ（母：別室待機）→○

 

•数学1.3倍○

•休憩時間に母親からのマッ

 

サージ（母：別室待機）→○
9月

進路担当教諭進路担当教諭

•別冊を渡される
•特別措置申請について知

 

らされる

 

•別冊を渡される
•特別措置申請について知

 

らされる

センター
説明会

センター
説明会

母母

主治医主治医

措置申請内容を相談措置申請内容を相談

理学療法士理学療法士

「母親による
マッサージ」の追加

「母親による
マッサージ」の追加

関東地方B大学申込関東地方B大学申込

関東地方D大学申込

（センター利用）

関東地方D大学申込

（センター利用）

関東地方C大学申込関東地方C大学申込

（前期）A大学申込（前期）A大学申込

（後期）関東地方F大学申込（後期）関東地方F大学申込

関東地方E大学申込

（センター利用）

関東地方E大学申込

（センター利用）

母母

関東地方G大学関東地方G大学

関東地方H大学関東地方H大学

センター利用

各大学
（措置申請せず）

各大学
（措置申請せず）

添付資料
a.手帳写し
b.志望理由

a＋b＋c
センターの写し

c.診断書

b＋c

母母 各大学各大学
12月末

時間が取れず断る時間が取れず断る E大学事前面談希望E大学事前面談希望

2007
5月

事例8：四肢体幹機能障害（疾病）による肢体不自由．筆記に困難がある．手動車いすを利用．

特別措置申請に関

 

わる交渉はすべて

 

母親が行い，学生

 

本人は学業と学校

 

生活に注力

「本人が（特別措置

 

申請を）やるなんて，

 

本当に大変だと思

 

う（本人談）」



時期 情報源・協力者 対象者の行動
申請内容と

結果申請先

A大学入学A大学入学

センター受験センター受験

2008
4月

2008
1月

B大学受験B大学受験

C大学受験C大学受験

A大学受験A大学受験

E大学受験E大学受験

2月

受験手続きにおいて、大学により添付資料が

 

異なるため、各大学へいちいち問い合わせをし

 

なければならない。これは親子ともに負担が大

 

きすぎる。

 

（高校の担任談）

受験手続きにおいて、大学により添付資料が

 

異なるため、各大学へいちいち問い合わせをし

 

なければならない。これは親子ともに負担が大

 

きすぎる。
（高校の担任談）

合格合格



時期 情報源・協力者 対象者の行動
申請内容と

結果
申請先

•入学案内に記載された番

 

号へ自分で電話

 

•「四肢麻痺等がある人は連

 

絡してください」と記載

 

•入学案内に記載された番

 

号へ自分で電話
•「四肢麻痺等がある人は連

 

絡してください」と記載

入試科入試科

インターネット

A大学（通信制）

入学

A大学（通信制）

入学

関東地方A大学

キャンパス公開へ参加
•どのような勉強ができるか、

 

情報を得る

 

関東地方A大学

キャンパス公開へ参加
•どのような勉強ができるか、

 

情報を得る

2008

夏休み

A大学（通信制）
一次試験受験

A大学（通信制）
一次試験受験 合格合格

2008

Eスクールの先輩Eスクールの先輩

A大学大（通信制）
二次試験受験

A大学大（通信制）
二次試験受験 合格合格

•メールで、二次試験（面接）

 

の際、車での入構を依頼

 

•措置申請はせず

•メールで、二次試験（面接）

 

の際、車での入構を依頼
•措置申請はせず

入試科入試科 許可許可

2009
4月

事例11：下肢機能障害（脊椎損傷）による肢体不自由．手動車いすを利用．



時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

診断書をとる診断書をとる

10月

リスニング免除について電

 

話で問い合わせ

 

リスニング免除について電

 

話で問い合わせ
大学入試

 

センター

 

大学入試

 

センター

主治医主治医

措置申請措置申請

•前列指定→○
•注意事項の書面伝達→○
•補聴器の使用→○
•英語リスニングでの補聴器使

 

用→○

 

※電話等でのやり取りなし

•前列指定→○
•注意事項の書面伝達→○
•補聴器の使用→○
•英語リスニングでの補聴器使

 

用→○
※電話等でのやり取りなし

大学入

 

試セン

 

ター

 

大学入

 

試セン

 

ター

B大学

障害者特別選抜受験

B大学

障害者特別選抜受験

進路科主任進路科主任

•センター別冊をもらう
（母との三者面談）
•リスニング免除については

 

自分で決めるよう伝えられ

 

る

 

•センター別冊をもらう
（母との三者面談）
•リスニング免除については

 

自分で決めるよう伝えられ

 

る

センター
説明会

センター
説明会

担任担任7月

2008
(高3)
5月

8月

9月
申請書を自分で作成申請書を自分で作成

「高校で授業を受けているなら

 

免除は不可」と返答

 

「高校で授業を受けているなら

 

免除は不可」と返答

免除を断念免除を断念

母母 リスニング免除について相

 

談

 

リスニング免除について相

 

談

担任担任

主治医主治医

補聴器のシステム
が整っていれば
大丈夫では？

免除申請には4枚の書類に

 

先生の記述が必要であり、

 

ためらう

 

免除申請には4枚の書類に

 

先生の記述が必要であり、

 

ためらう

申請書を学校へ提出申請書を学校へ提出

関東地方A大学

 

で障害者支援

 

を行う研究者

関東地方A大学

 

で障害者支援
を行う研究者

アドバイス

措置申請措置申請 •前列指定→○
•注意事項の書面伝達→○
•補聴器の使用→○
•面接時間時FM補聴器の使用

 

→○

 

•面接時間の延長
※条件である英検2級に至らな

 

かったが、英語教諭の説明書

 

をつけてO.K.が出た

 

•前列指定→○
•注意事項の書面伝達→○
•補聴器の使用→○
•面接時間時FM補聴器の使用

 

→○
•面接時間の延長
※条件である英検2級に至らな

 

かったが、英語教諭の説明書

 

をつけてO.K.が出た

関東地

 

方B大学

 

関東地

 

方B大学

10月半ば

11月末

事例14：聴覚障害（伝音難聴）による聴覚障害



時期 情報源・協力者 対象者の行動
申請内容と

結果申請先

C大学一般受験C大学一般受験

E大学入学E大学入学

特別措置申請特別措置申請 •注意事項の書面伝達→○
•補聴器の使用→○

•注意事項の書面伝達→○
•補聴器の使用→○

関東地

 

方C大学

 

関東地

 

方C大学

2009
4月

2009
1月

•前列指定のはずだったが、
会場（千葉大）では別室受験に

 

なっていた。

 

受験者1人に対し、試験官2〜

 

3人。びっくりした。

 

•前列指定のはずだったが、
会場（千葉大）では別室受験に

 

なっていた。
受験者1人に対し、試験官2〜

 

3人。びっくりした。

センター受験センター受験12月

別室受験別室受験

※問い合わせあり

特別措置申請特別措置申請
•前列指定→○
•注意事項の書面伝達→○
•補聴器の使用→○

•前列指定→○
•注意事項の書面伝達→○
•補聴器の使用→○

関東地

 

方D大学

 

関東地

 

方D大学

特別措置申請特別措置申請 •注意事項の書面伝達→○
•補聴器の使用→○

•注意事項の書面伝達→○
•補聴器の使用→○

関東地

 

方E 大学

 

関東地

 

方E 大学

別室受験別室受験

申請書を自分で作成申請書を自分で作成母母

私大へ電話し、
書類を取り寄せ

不合格不合格

D大学一般受験D大学一般受験 不合格不合格

E大学一般受験E大学一般受験 合格合格

受験手続きにおいて、大学により添付資料が

 

異なるため、統一様式があるとよい。障害につ

 

いて文章にして伝えることは大変であった。（本

 

人談）

 

受験手続きにおいて、大学により添付資料が

 

異なるため、統一様式があるとよい。障害につ

 

いて文章にして伝えることは大変であった。（本

 

人談）



時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

2008
9月
高3

センター特別措置
申請内容相談

センター特別措置
申請内容相談担任担任

10月

センター試験会場の九州地

 

方B大学の教室を下見した

 

かったが直前だったこともあ

 

り下見が許可されず

 

センター試験会場の九州地

 

方B大学の教室を下見した

 

かったが直前だったこともあ

 

り下見が許可されず

関東地方A大推薦入試

特別措置申請
大学入試センターに申請し

 

た内容と同じ内容

 

関東地方A大推薦入試

特別措置申請
大学入試センターに申請し

 

た内容と同じ内容

診断書の早期入手と障害と

 

申請の対応関係明確化の

 

アドバイス

 

診断書の早期入手と障害と

 

申請の対応関係明確化の

 

アドバイス

担任担任

主治医主治医

知人

診断書入手
小集団ないし別室受験を推

 

薦される

 

診断書入手
小集団ないし別室受験を推

 

薦される

障害者支援に携わ

 

る大学教員

 

障害者支援に携わ

 

る大学教員

メールでのやりとりで
個別受験，トイレに近い部

 

屋，前後左右に人のいない

 

配置，ノイズキャンセリング

 

ヘッドフォンの着用の申請を

 

検討

 

メールでのやりとりで
個別受験，トイレに近い部

 

屋，前後左右に人のいない

 

配置，ノイズキャンセリング

 

ヘッドフォンの着用の申請を

 

検討

高校を通じて
センター特別措置申請

高校を通じて
センター特別措置申請

大学入試

 

センター

 

大学入試

 

センター センターから高校にすぐに

 

返答

 

・ヘッドフォン使用には聴覚

 

障害の診断書必要

 

・別室受験ならヘッドフォン

 

必要ないのでは？

 

センターから高校にすぐに

 

返答
・ヘッドフォン使用には聴覚

 

障害の診断書必要
・別室受験ならヘッドフォン

 

必要ないのでは？

担任担任

ヘッドフォン使用申請
取り下げ

ヘッドフォン使用申請
取り下げ

11月

A大学A大学

以下の措置が許可
・トイレ付近別室（個別受験）
・耳栓の使用（ヘッドフォンは

 

許可されず）

 

・口頭と文章併せて連絡事項

 

を説明

 

・ライトによる試験開始終了

 

の合図

 

（文章説明とライト合図につ

 

いては大学側の判断で追加．

 

音声と文章書類を同時に提

 

示されたのでむしろ理解が

 

困難だった．）

 

以下の措置が許可
・トイレ付近別室（個別受験）
・耳栓の使用（ヘッドフォンは

 

許可されず）
・口頭と文章併せて連絡事項

 

を説明
・ライトによる試験開始終了

 

の合図
（文章説明とライト合図につ

 

いては大学側の判断で追加．

 

音声と文章書類を同時に提

 

示されたのでむしろ理解が

 

困難だった．）

センター試験受験センター試験受験 以下の措置が許可
・狭い部屋に8名の受験生．控え室がこった

 

がえしていた．

 

・テスト中に頻繁に人が出入りし，不快．
・トイレの場所の説明がなされなかった．

以下の措置が許可
・狭い部屋に8名の受験生．控え室がこった

 

がえしていた．
・テスト中に頻繁に人が出入りし，不快．
・トイレの場所の説明がなされなかった．

2009
1月

事例15：アスペルガー症候群．慣れない環境や対人関係の困難があり，ストレスになる．



時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

センター申請用診断書の作

 

成依頼

 

センター申請用診断書の作

 

成依頼
2007
1月

主治医主治医

2008
2月

電話で配慮申請（内容：セン

 

ターと同じ＋延長1.3倍）

 

電話で配慮申請（内容：セン

 

ターと同じ＋延長1.3倍）

関東地方
A大学

関東地方
A大学

別室受験を申請
温度設定変更を会場で依

 

頼

 

別室受験を申請
温度設定変更を会場で依

 

頼

別室受験別室受験

・別室受験
・時間延長1.3倍

許可

・別室受験
・時間延長1.3倍

許可

8月

大学入試

 

センター

 

大学入試

 

センター

多発性硬化症の会

 

の冊子（生活上の

 

温度調整の工夫）

 

を参考に

 

多発性硬化症の会

 

の冊子（生活上の

 

温度調整の工夫）

 

を参考に

A大学受験A大学受験
不合格不合格

関東地方
B大学

関東地方
B大学

関東地方C大学AO入試．
2次試験面接前に障害があ

 

ることを知らせた

 

関東地方C大学AO入試．
2次試験面接前に障害があ

 

ることを知らせた

7月 特別措置申請の問合わせ特別措置申請の問合わせ

相談時に「あなた障害

 

があるのに卒業したら

 

どうするんですか？」

 

と聞かれ一般入試で

 

受けることを決める

 

相談時に「あなた障害

 

があるのに卒業したら

 

どうするんですか？」

 

と聞かれ一般入試で

 

受けることを決める

B大学広報B大学広報

面接官・精神科

 

医・広報課担当

 

面接官・精神科

 

医・広報課担当

面接で，障害者の受

 

け入れをしている他

 

大学をなぜ受けない

 

のかと質問される

 

面接で，障害者の受

 

け入れをしている他

 

大学をなぜ受けない

 

のかと質問される

B大学受験

措置申請せず一般で

B大学受験

措置申請せず一般で 合格合格

B大学受験B大学受験

事例18：多発性硬化症による中枢神経系の髄鞘脱落のため，高次脳機能障害様の認知機能障害が起こる．体温調

 

節が困難．



時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

高校 授業・試験での
配慮申請

授業・試験での
配慮申請

2007
高3

高校高校 •蛍光チョークの使用
・資料は12ポイント対応

・傾斜のある机
・蛍光灯の使用
・テスト時に用紙の方向転換

 

の支援

 

•蛍光チョークの使用
・資料は12ポイント対応

・傾斜のある机
・蛍光灯の使用
・テスト時に用紙の方向転換

 

の支援

教科書を拡大コピー教科書を拡大コピー家族家族

AO入試でA大受験AO入試でA大受験 不合格不合格

母親がインター

 

ネットで調べる

 

母親がインター

 

ネットで調べる センター試験と特別措置に関

 

する情報を担任に伝える

 

センター試験と特別措置に関

 

する情報を担任に伝える

中国地方A大学

 

にてセンター入

 

試説明会

 

中国地方A大学

 

にてセンター入

 

試説明会

受験案内別冊で配慮申請の

 

詳細を知る

 

受験案内別冊で配慮申請の

 

詳細を知る

6月 A大学入試説明

 

会

 

A大学入試説明

 

会
受験特別措置について詳細

 

な説明を受ける

 

受験特別措置について詳細

 

な説明を受ける

担任・母親担任・母親 特別措置申請内容相談特別措置申請内容相談

・拡大問題用紙
・時間延長
・チェック式回答
・蛍光灯持ち込み
・英語ヒアリング時間延長（音

 

声提示感覚を長く）

 

・拡大問題用紙
・時間延長
・チェック式回答
・蛍光灯持ち込み
・英語ヒアリング時間延長（音

 

声提示感覚を長く）

模擬試験での措置申請模擬試験での措置申請 ・時間延長
・拡大問題用紙

・時間延長
・拡大問題用紙

予備校B予備校B

予備校C予備校C

進路指導教員進路指導教員
後押交渉

・時間延長・時間延長

A大学A大学

センター試験措置申請センター試験措置申請 大学入試

 

センター

 

大学入試

 

センター
以下すべて許可される
・拡大問題用紙
・時間延長
・チェック式回答
・蛍光灯持ち込み
・英語ヒアリング時間延長

 

（音声提示感覚を長く）

 

以下すべて許可される
・拡大問題用紙
・時間延長
・チェック式回答
・蛍光灯持ち込み
・英語ヒアリング時間延長

 

（音声提示感覚を長く）

A大支援担当A大支援担当 大学から二次試験での特別

 

措置問い合わせを受ける

 

大学から二次試験での特別

 

措置問い合わせを受ける

上記に加え，以下すべて許可

 

される

 

・問題文ゴシック体
・問題用紙右肩にページ数

上記に加え，以下すべて許可

 

される
・問題文ゴシック体
・問題用紙右肩にページ数

A大学A大学

事例19：視覚障害（網膜色素変性症）

 

視能率での損失率95％以上（２級）
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時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

配慮申請に関する問合せ 公立A大a学部

2008年
（高2）6月

ペイントソフトによる書字なら認

 

められるかもと考え，書字の練

 

習を始める

事例1：体幹機能障害（筋ジストロフィー）；肢体不自由．電動車いすを使用．

養護教諭

数回に渡り交渉（メール，電話）
オンスクリーンキーボードの使用を希望．

「PC持ち込み（オンスクリーン

 

キーボードの使用）は難しい」と

 

回答を得る（理由は明記されず）

配慮申請に関する問合せ センター養護教諭

電話；
・口述筆記による受験を希望．問題用紙は書見台に設

 

置する．ページめくりの介助が必要．そのタイミングは本

 

人が口頭で指示する．
・数学，生物に関しては計算過程のメモが必要であるた

 

め，PC利用を希望

・代筆解答は問題
ない
・PC利用は認めら

 

れない可能性が高

 

い（理由：コミュニ

 

ケーションに問題

 

がないように認め

 

られるため）

配慮申請に関する問合せ センター養護教諭

電話；数学，生物に関しては計算過程のメモが必要であ

 

るため，PC利用を希望．

・PC利用は認めら

 

れない可能性が高

 

い（理由：口頭での

 

コミュニケーション

 

に問題がないよう

 

に認められるため）

2009年
（高3）4月

・PC利用を

認める方向で検討

 

していきたい

口頭での回答の方法はほぼ不可能と考える．
再検討を依頼

センター養護教諭

・希望に沿えるよう

 

にしたい．しかし，

 

会場が決定してか

 

らの検討となる

冬場での受験会場への移動等を考慮し，公立A大キャン

 

パスでの受験を希望する

センター養護教諭
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時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

不合格

2009年
（高3）夏 公立A大a学部

「ペイントソフトの利用を認め

 

る」と連絡（非公式）

センター特別措置申請作成東大先端研

相談

9月 主治医 診断書

・代筆解答，及び時間延長

 

の理由を科学的に明示

特別措置申請

センター
10月

12月
センター措置決定通知

・代筆解答（時間延長1.3倍）（別室）（連

 

続方式）→○
・試験室までの付添者の同伴→○
・試験室における介助者の配置→○
・身障者用トイレに近い試験室→○
・1階又はEVが利用可能な試験室→○

・特製机の持参使用→○
・車椅子の持参使用→○
・試験場への乗用車での入構→○
・別室の設定→○

・PCでのペイントソフト，トラックボール

 

付きマウス，車椅子リクライニングスイッ

 

チの使用→○
・書見台の持参使用→○
・問題用紙のページめくり介助→○
・ひざ掛け，暖房器具等の持参使用

 

→○
・休憩時間の付添者の入室，介助→○
・昼食休憩時間の延長→×

特別配慮申請 公立B大11月
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センター試験

 

受験
2010 
1月

時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

特別配慮申請 公立A大a学部

措置申請決定書 公立B大

・試験室までの付添者の同伴→○
・1階又はEVが利用可能な試験室→○

・特製机の持参使用→○
・電動車椅子の持参使用→○
・試験場への乗用車での入構→○
・駐車スペースの確保→○
・付添者の控え室での待機→○
・人工呼吸器の使用，電源の確保→○
・面接時の拡声機器の使用→○
・ひざ掛け，暖房器具等の持参使用

 

→○
・身障者用トイレの使用→○

2月 措置申請決定書 公立A大a学部

・試験場への乗用車での入構→○
・電動車椅子の持参使用→○
・別室受験→○
・1階又はEV，身障者トイレが利用可能

 

な試験室→○
・試験室までの付添者の同伴→○
・付添者の控え室での待機→○
・PC及びペイントソフトを使用した答案

記入→○
・試験時間の延長（全科目1.5倍）→○
・PC，PCモニタ，トラックボール付きマ

 

ウス，特製机，リクライニングスイッチ，

 

クッション類，書見台（2台），プリンタ，

 

防寒用具，人工呼吸器，延長コードの

 

持参使用→○
・試験室内における介助者の配置及び

 

介助→○
・人工呼吸器の使用，電源の確保→○
・面接時の拡声機器の使用→○
・ひざ掛け，暖房器具等の持参使用

 

→○
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公立A大（前期）

 

受験 不合格

公立B大（後期）

 

受験 合格

4月

時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

2月

公立B大 入学
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時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

2008（高2）

夏

主治医 診断書

スカラー参加証明書を依頼7月

公立A大 オープンキャンパス

私立B大 オープンキャンパス11月

2009（高3）
1学期 私立B大

 

A.O.説明会B大職員

［教員免許取得の実習は大変だ」と他学部を勧められるが，

 

元々希望していた学科を受験したい旨伝えた

8月

東大先端研

9月

申請書類作成・提出

私立B大

 

A.O.受験（一次）

・内申書
・自己アピール文
・課題のレポート（1800字）

・スカラー参加証明書

合格

私立B大

 

A.O.受験（二次）

・教員2人による面接

［配慮］
・面接室のドアの開閉→○
・筆記の必要があれば特製机の使用→○

合格

2010年
4月 私立B大 入学

事例2 ：筋ジストロフィーによる肢体不自由．電動車椅子を使用

私立B大
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時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

2009（高3）
5月

7月

措置申請決定書

・試験場への乗用車での入構→○
・別室受験→○
・ゼミナール受講の際，最前列の席の確保
→○

・電動車椅子の持参使用→○
・筆記試験での時間延長（1.5倍）→○

・第二次選考受験時の拡声器の持参使用
→○

・試験室への介助者の同伴→○
・手足が冷える際に，ひざ掛けとカイロの
使用→○

・排尿用の尿便の持参使用→○
・高等学校で使用している机の持参使用
→○

受験における配慮について問合せ

公立A大

支援室
両親

主治医

依頼

診断書を得る

特別措置申請書

 

作成

担任

学科担

 

当教員 相談・確認

「学校長名での申請」を

 

指示

公立A大

入試課

特別措置申請書

 

提出
公立A大
a学部

指示通り「学校長名での申請」

6月
公立A大
a学部

公立A大a学部
A.O入試（一次）

合格

事例3：体幹機能障害（筋ジストロフィー）；肢体不自由．電動車椅子を使用．
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時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

9月 公立A大a学部
A.O入試（二次）

不合格

10月

センター特別措置申請作成両親

主治医

依頼

診断書を得る

特別措置申請書

 

提出
公立A大
b学部

公立A大b学部
A.O入試（一次）

不合格

11月 重度の肺炎にかかり，
2ヵ月入院

12月
特別措置申請

私立B大両親

措置申請決定書

・申請内容は公立A大学と同様

→全て○
（ただし，時間延長1.5倍=105分を100分）

（ただし，介助者は隣の部屋で待機）

私立B大

センター措置申請決定書 センター

・申請内容は公立A大学と同様

→全て○
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2010年
1月

訪問・特別措置申請

公立C大

入試課
学生課
保健室

両親

時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

公立C大担当者3名が

高校訪問・話し合い

センター受験

下見・事前打合せ
センター会場

父

担任

・看護師が付添い
・初日リスニング時の説明（30分間）を省略
・2日目の最終科目開始時刻を前に早めてもらう

2月に高校へ訪問し，
話し合いがもたれる
ことになった

2月 私立B大c学部（一般）受験 合格

私立B大d学部（一般）受験 不合格

両親

担任

本人

事務

 

2名

入試課担当

申請内容全て認められる

公立C大e学部（前期）受験 不合格

3月 公立C大e学部（後期）受験 合格

4月 私立B大c学部

 

入学
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時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容
と結果

申請先

10月〜11月

2005
中3

2006

 

春

2009
7月

8月

9月

母
高校入試における特別配慮
申請を知る

特別配慮申請

公立高校入試

合格・入学

オープンキャンパス（公立A大）

オープンキャンパス（公立B大）

センター試験における
特別配慮申請書類作成

受診・診断書作成

センター試験特別措置申請

データをとる

母

母

担任

東大先端研

担任
大学入試
センター

東大先端研

特別配慮申請内容を話し合う

母

本人

特別配慮申請に関する
アドバイスを求める

主治医

CD‐ROM（マスノート

：説明書同封，データ）提出
担任

大学入試
センター

マスノートについて問合せ 担任

アドバイス

事例4：脳性麻痺による肢体不自由（四肢）．不随意運動を伴う．筆記および動作全般に困難が

 

あり，電動車椅子を使用．言語障害．
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時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と結果申請先

12月 センター試験特別措置決定

 

通知受領

公立A大，公立B大へ
措置決定通知書

 

提出

私立C大より措置決定通知受領

私立D大より措置決定通知受領

大学入試
センター

公立A大および公立B大へ

特別措置申請書を提出

私立C大，私立D大へ

特別措置申請書を提出

母
各大学
入試課

センターから返答がないため，
数学を手書きで解答する練習

（電話）

B大学には2学科を希望欄に記入して提出

・代筆回答（別室）による時間延長（1.3倍，数学のみ1.5倍）
→全て1.3倍で○

・付添者の試験室前迄の同行→○
・トイレに近い試験室で受験→○
・1階又はEV利用可能な試験室→○

・特製机の試験場側での準備→○
・電動車いすの持参使用→○
・車での入構→○

［その他］
・代筆者によるマーク→○
・数学のみ個人のノートPC（キーガード付）およびプリンタの
使用許可→○

・数学は数式ワープロ（マスノート）を計算用紙代わりに使用
→○

・数学は2倍に拡大したチェック式解答用紙の用意→×

・問題冊子のホチキス留め→○
・リスニングにおいてCD使用→○
・リスニングにおいてCDプレーヤーのスピーカー使用→○

・二次試験等では，数学以外は一

 

太郎ソフト，数学はマスノートで解

 

答したい旨伝える

・センターと同様
・PC持ち込みO.K.
・ただし，選択問題の解答のみに
使用O.K.．

・記述問題は拡大解答用紙へ手書き

・センターと同様
・PC持ち込み＆解答O.K.

11月



31

12月

2010年
1月

センター受験会場にて打合せ

センター受験会場にて2回目の打

 

合せ

代筆者（センターが用意）と

 

の顔合わせ

センター試験

大学入試
センター

担任

担任
大学入試
センター

（同行）
会場・備品の確認

母
公立B大

入試課
（電話）

公立A大へ特別申請辞退届を提出

時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と結果申請先

「前期の第一志望学科はどちら（A

 

大orB大）にするか？」

（同行）

私立D大と

電話で受験の打合せ

2月
母

私立D大

入試課

（電話）

｢前日，PCを大学へ置き，

 

中身を大学がチェック」す

 

ることを確認

試験実施中の介助者とのやり取り

 

は，全てテープ録音

「キーガード付きPCを用意するため，

 

お母さんが一度見に来てください」

 

と依頼を受ける

私立C大

入試課

（電話）

公立B大より特別措置決定

通知を受領

公立B大と

電話で受験の打合せ
母

公立B大

入試課
（電話）

担任
公立B大

入試課

（電話）

「机の形は？」「長机2つ」

・センターと同様
・数学の時間延長1.5倍→○
・PC，プリンタ持ち込み→○
・英語の解答書式ファイルのUSBメモリ等を大学が用意→○



32

2月 私立D大受験

私立C大受験

公立B大受験

時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と結果申請先

公立B大 入学4月

不合格

不合格

合格
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時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

2004
5月（高3）

運動部の練習中に怪我運動部の練習中に怪我

入院入院

受験せず受験せず

浪人浪人

2005
秋

センター受験したい
旨を伝える

センター受験したい
旨を伝える 担任担任 センターセンター

受験可能か
問い合わせ

リハ担当リハ担当
代筆のアドバイス

を得る

代筆のアドバイス
を得る

•病院の診断書
•特別措置申請書
•状況報告意見書
•の提出が必要

•病院の診断書
•特別措置申請書
•状況報告意見書
•の提出が必要

インターネット
入試センターWeb

 

サイト,

 

関東地方A大学，

 

関西地方B大学の

 

Webサイト

 

インターネット
入試センターWeb

 

サイト,
関東地方A大学，

 

関西地方B大学の

 

Webサイト

PC入力支援を知るPC入力支援を知る

申請用紙を自力で作成申請用紙を自力で作成

B大学入試科

へ交渉

B大学入試科

へ交渉

入試科
担当者

入試科
担当者

B大学AO受験

薦められる

B大学AO受験

薦められる

病院へ訪問や電話等
で頻回にやりとり •九州地方会場セッティング

•サポート2名を大学費用で用

 

意

 

•別室手配
•PC受験→○

•九州地方会場セッティング
•サポート2名を大学費用で用

 

意
•別室手配
•PC受験→○会場セッティング等

センター利用受験の
状況が整う

会場セッティング等
センター利用受験の

状況が整う

病院病院

受験断念受験断念

会場が遠く，病院スタッフによ

 

るサポートが困難．入院中は

 

受験が許可されない．

 

会場が遠く，病院スタッフによ

 

るサポートが困難．入院中は

 

受験が許可されない．

事例5：四肢体幹機能障害（頸椎損傷）による肢体不自由．電動車いすをヘルパーが操作．
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時期 情報源・協力者 対象者の行動
申請内容と

結果申請先

センター受験センター受験

担任担任

母母

措置申請措置申請

•数学1.5倍，その他は1.3倍→○

•代筆者を必要とする→○
•PC入力支援→○

（理由に，口述不可である旨，記述）

〈状況報告意見書〉（3）その他の欄

•書字に要する時間：四肢麻痺のため，書けな

 

い．PC画面で表現するのみである．

 

•読みに要する時間：通常PC利用．PC利用でき

 

れば一般と同程度．

 

•回答に要する時間：筆記はPC画面上でのみ．

 

非常に時間はかかる．

 

•ソフト使用→○
＊決められた範囲内でのみ申請．

•数学1.5倍，その他は1.3倍→○

•代筆者を必要とする→○
•PC入力支援→○

（理由に，口述不可である旨，記述）

〈状況報告意見書〉（3）その他の欄

•書字に要する時間：四肢麻痺のため，書けな

 

い．PC画面で表現するのみである．
•読みに要する時間：通常PC利用．PC利用でき

 

れば一般と同程度．
•回答に要する時間：筆記はPC画面上でのみ．

 

非常に時間はかかる．
•ソフト使用→○
＊決められた範囲内でのみ申請．

大学入試セ

 

ンター

 

大学入試セ

 

ンター

浪人浪人

2〜3回センターから電話で問い合わ

 

せ．使用ソフトに計算機能があるので

 

はないかとかなりしつこく言われ，ソフ

 

ト利用は無理かと思った．

担任担任 大学入試
センター

大学入試
センター

状況報告意見書作成

2006
1月
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